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　平成１８年７月２１日付けで受託したニートサポート事業にかかる業務委託について、事業が完了しましたので、下記の通り報告します。

記

１．委託業務名：　平成１８年度ニートサポート事業（アウトリーチ事業）

２．委託期間：　　平成１８年７月２１日～平成１９年３月１５日

３．委託業務内容：

（１）目的

　就労や自立に関して課題を抱えながら、どこに相談をしたらいいのかわからない若者本人や家族、関係者に対して、適切な相談機関にかかる情報を提供し、支援プログラムへの参加を促すこと。

（２）実施事業の概要

　　①　関係機関・支援プログラムマップ作成

　・三重県若者就労支援研究会の中にプログラムマップ制作委員会を設置

　・今年度は研究会や関係者と直接関係のあった支援機関や団体を掲載対象とした

　・三重大学の学生等も含めたメンバーで取材を実施

　・成果物の名称は、「若者就労支援マップみえ2007年版」とし、完成原稿は、PDFファイルとWORDファイルにて納品（元原稿はAdobe Illustrator ver.10にて制作）

　②　ニート支援講演会

　・若者就労支援キックオフイベントとして、平成１８年９月１８日（祝）に実施

　・ＮＰＯ法人育て上げネット代表　工藤啓氏による講演

　・県内関係者によるパネルディスカッション

　・関係団体のブース出展

　・一般来場者数　約１００名（スタッフ参加者４２名）

　③　親向けセミナー

　・浦田宗昭氏（ＮＰＯ法人リベラヒューマンサポート理事）による講演とワークショ

　ップ、参加者とのフリーディスカッションを実施

　　　第１回　四日市市（じばさん三重）　１１月２６日　参加者７名

　　　第２回　伊勢市（伊勢市勤労福祉会館）　２月３日　参加者１５名

（３）主な成果

　・キックオフイベントや親向けセミナーへの参加を通じ、その後におしごと広場や若者サポートステーションみえへの来所、就労体験事業等に繋がったケースがあった

　・事業の具体的な内容について、事前に三重県若者就労支援研究会で検討したり、結果を報告したりするなど、常に連携しながら実施することができた

　・事業開始後まもなく代表者が体調不良に陥ったことで、事業のとりまとめを代行者に委ね、部分的な混乱も生じたが、業務遂行に関し行政側担当者には柔軟に対応して頂き、研究会を構成するメンバーからの協力も得られた

　・今年度事業全体を、若年者の就労支援という大きな課題の解決に向けての基礎的土台作りと位置づけ、拠出されたコストから勘案すれば、まずまずの達成度であったと考える

（４）今後への課題と展望
　・ＮＰＯ室の「ＮＰＯからの協働事業提案」制度の枠組みでスタートしたことで、事業内容や実施形態、予算等について、その決定のプロセスがわかりにくい面があった

　・前述した理由等もあり、事業開始前の時点で、既存の行政側の事業計画と当方から提案した事業内容とをきちんと摺り合わせる必要があった

　・当事者や家族へのアウトリーチという課題に関しては、情報提供はまだまだ充分とはいえない現状であり、当面の間は継続的に展開していく必要がある

　・講座やイベントなどは単発的なものとなりがちなので、各市町単位での相談窓口設置や、当事者の居場所作り、親や家族が定期的に集えるサロン開催等の下地になっていくことを期待したい

　・『若者就労支援マップみえ』の更なる充実と活用により、当事者や家族以外にも、支援者相互の連携促進や、新たな支援者の発掘、育成につなげたい

　・受け入れ先となる企業関係者からの理解や積極的な参加を得るためにも、若年者の就労や自立は、社会的全体として取り組むべき重要課題であるという認識を広めていく必要がある

※ＮＰＯ室からの委託分（「三重県若者就労研究会」の運営、コーディネート）も含めた、本事業に関する詳細の報告書は４月中旬頃に完成する予定
